
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
３
４
０
回 

 

持
経
宿
、
平
治
宿
の
迎
春
準
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◇
実
施
日 

 
 

１
２
月
８
日
（
日
） 

 
 

雪 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
濱
野
兼
吉
、
畑
林
秀
味
・
清
子
、
松
本
吉
殖
、
湯

川
一
郎
、
大
江
徳
子
、
西
克
、
梶
野
照
雄
、
高
橋
桂
太
、
塩
川

真
武
、
藤
原
裕
一
郎
（
初
、
御
所
市
）
、
下
北
山
村
地
域
振
興

課
・
家
郷
亮
介
課
長
、
栗
山
有
佳
、
初
谷
直
春
（
栗
山
友
人
、

栃
木
県
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

１
５
名 

  

１
２
月
に
入
り
残
り
の
行
事
も
本
日
を
含
め
２
回
の
み
と
な
っ
た
。
今
日
は

持
経
宿
、
平
治
宿
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
３
カ
所
、
４
棟
と
千
年
桧
の
お
正
月
準

備
が
対
象
で
、
周
到
に
準
備
を
行
っ
た
。 

１
１
月
ま
で
は
比
較
的
暖
か
い
日
が
続
い
て
い
た
が
、
こ
の
冬
一
番
と
も
い
え

る
寒
気
が
南
下
し
、
前
日
の
天
気
予
報
で
紀
伊
半
島
山
間
部
で
も
雪
と
な
っ
て

い
た
。
エ
イ
ヤ
ー
で
持
経
宿
ま
で
の
乗
り
入
れ
を
決
意
。
今
回
は
村
役
場
の
家

郷
課
長
が
初
参
加
。
同
じ
く
役
場
の
栗
山
さ
ん
の
友
人
で
栃
木
県
の
初
谷
君
も

初
め
て
参
加
さ
れ
た
。
御
所
市
の
藤
原
裕
一
郎
君
か
ら
も
初
参
加
の
申
し
出
が

あ
っ
て
、
遠
路
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
久
々
の
塩
川
君
の
顔
も
あ

っ
た
。 

午
前
８
時
半
前
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
駐
車
場
に
全
員
が
集
ま
り
、
初
参
加
の
皆

さ
ん
を
紹
介
、
今
日
の
予
定
を
伝
え
て
沖
崎
、
大
江
、
西
、
役
場
車
の
４
台
で

池
郷
林
道
へ
入
る
。
ゲ
ー
ト
手
前
に
あ
っ
た
大
量
の
土
砂
は
重
機
が
入
っ
た
よ

う
で
、
き
れ
い
に
撤
去
さ
れ
て
い
た
。
ゲ
ー
ト
か
ら
先
は
２
～
３
回
落
石
を
取

り
除
い
た
が
、
溝
が
均
さ
れ
て
い
る
個
所
も
多
く
あ
り
、
ほ
ぼ
通
常
の
状
態
だ

っ
た
。
積
雪
は
ゲ
ー
ト
の
手
前
か
ら
続
い
て
お
り
、
持
経
宿
ま
で
の
林
道
は
ゆ

っ
く
り
と
慎
重
に
進
ん
だ
。
１
時
間
弱
で
持
経
宿
に
着
く
。 

 
 

 
 

 
 

 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
集
合 

 
 
 

持
経
宿
で
勤
行 

 
 
 
 
 
 
 

本
日
の
参
加
者 

池
郷
林
道
を
始
め
て
走
っ
た
家
郷
課
長
か
ら
「
セ
ダ
ン
で
は
な
く
、
必
ず
四
駈

車
で
来
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
訳
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」
と
の
話
し
が
あ
っ
た
。 

持
参
し
た
荷
物
を
小
屋
に
運
ぶ
。
小
屋
周
辺
に
は
３
～
４
㎝
の
積
雪
が
あ
り
、

平
治
宿
ト
イ
レ
棟
屋
根
で
の
作
業
は
危
険
な
た
め
、
松
本
、
畑
林
秀
の
お
二
人

に
は
持
経
宿
に
残
っ
て
い
た
だ
く
事
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
持
経
宿
の
作
業
者

は
沖
崎
、
大
江
、
畑
林
清
を
含
め
た
５
名
で
、
持
経
宿
と
千
年
桧
を
担
当
す
る

こ
と
と
し
た
。 

【
持
経
宿
、
千
年
桧
班
】 

平
治
宿
班
を
見
送
っ
て
か
ら
す
ぐ
、
５
人
で
千
年
桧
へ
向
か
う
。
ハ
シ
ゴ
と
お

供
え
は
平
治
宿
班
が
運
ん
で
く
れ
た
の
で
、
何
も
持
た
ず
に
歩
い
た
。
男
３
名

で
千
年
桧
の
し
め
縄
取
替
を
行
う
。
何
度
も
経
験
し
て
い
る
の
で
手
際
よ
く
進



む
が
、
最
後
の
両
端
を
細
紐
で
縛
り
付
け
る
の
が
寒
さ
で
指
先
の
感
覚
が
無
く

な
り
、
交
代
し
て
や
っ
と
固
定
で
き
た
。
沖
崎
が
ハ
シ
ゴ
か
ら
落
ち
る
ハ
プ
ニ

ン
グ
も
あ
っ
た
が
、
低
い
位
置
だ
っ
た
の
で
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
寒
い

時
期
の
屋
外
作
業
は
十
分
な
注
意
が
必
要
だ
。 

し
め
縄
取
替
の
間
、
女
性
陣
は
お
堂
の
整
理
・
清
掃
と
お
供
え
の
取
り
換
え
を

行
っ
た
。
堂
内
の
増
加
の
樒
は
ネ
ズ
ミ
に
か
じ
ら
れ
て
使
え
な
く
な
っ
て
い
た
。 

小
屋
に
戻
っ
て
、
雨
水
槽
の
水
を
抜
き
、
お
正
月
飾
り
の
取
り
付
け
や
マ
キ
の

補
充
な
ど
を
行
っ
た
が
、
強
風
と
降
雪
で
屋
外
の
作
業
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か

っ
た
。 

 

お
昼
過
ぎ
に
平
治
宿
班
が
戻
っ
て
き
て
、
昼
食
後
持
経
宿
を
後
に
し
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 

【
平
治
宿
班
】 

 
 

 
 

 
 

 

平
治
宿
に
着
く 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

お
正
月
飾
り
を
設
置 

持
経
宿
の
お
堂
で
勤
行
し
た
後
、
平
治
宿
に
向
か
う
。
気
温
は
マ
イ
ナ
ス

１
℃
位
だ
が
西
風
が
強
く
、
体
感
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
５
℃
く
ら
い
に
感
じ
る
。 

ゆ
っ
く
り
休
憩
す
る
と
体
が
冷
え
切
っ
て
し
ま
う
の
で
、
い
つ
も
休
む
中
又
尾

根
の
分
岐
も
後
続
を
待
つ
だ
け
に
し
た
。
高
橋
君
と
２
人
で
平
治
宿
に
着
き
、

ス
ト
ー
ブ
に
火
を
入
れ
る
。
全
員
が
着
く
ま
で
に
８
分
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
そ
の

間
に
室
内
の
温
度
は
２
℃
上
が
っ
た
。
平
治
宿
小
屋
は
小
さ
い
の
で
暖
房
効
率

が
い
い
よ
う
だ
。
手
早
く
お
正
月
飾
り
を
置
き
玄
関
に
し
め
飾
り
、
カ
レ
ン
ダ

ー
を
取
り
換
え
て
小
屋
内
で
休
憩
す
る
。
村
吉
さ
ん
が
１
０
日
、
１
１
日
に
来

て
水
が
必
要
な
為
、
ポ
リ
タ
ン
ク
、
雨
水
槽
共
に
そ
の
ま
ま
に
し
た
。 

３
０
分
ほ
ど
小
屋
で
暖
ま
り
持
経
宿
に
引
き
返
し
た
。
風
が
な
く
、
太
陽
が
出

て
い
れ
ば
、
極
端
な
低
温
で
は
な
い
の
で
屋
外
の
作
業
も
可
能
だ
が
、
風
が
強

く
雪
も
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
、
水
場
の
確
認
も
中
止

し
た
。
お
昼
過
ぎ
に
持
経
宿
に
戻
り
、
昼
食
後
下
山
し
た
。 

（
記
；
梶
野
） 

 
 

 
 

 
 

 

新
し
い
し
め
縄 

 
 

 
 

持
経
宿
の
お
正
月
飾
り 

 
 

 

持
経
宿
北
の
奥
駈
道 
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